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令和５年３月１３日 

 

学 校 目 標 人権尊重の精神を培い、社会の変化に主体的に関わり、感性豊かで、知・徳・体の調和のとれた人間性豊

かな児童の育成を目指し、次の児童像を定め、教育を推進する。 

◯すすんでよく学ぶ子ども ◯からだをきたえる子ども ◯なかよく助けあう子ども 

目 指 す 学 校 像 「笑顔がかがやく学校」を目指し、そのために次の４つを掲げる。 

・子どもが主体的・対話的に学び合う学校 

・子どもが目標をもち、学校生活の中で切磋琢磨しながら心身を鍛える学校 

・子どもがやさしい気持ちをもち、互いに思いやり、集団のルールを守る規律ある学校 

・子どもの居場所を、学校・保護者・地域が協力・協働し、共につくる学校 

目 指 す 子 供 像 「学びあい、助けあい、笑顔かがやく横川っ子」を合言葉に 

・すすんでよく学ぶ子ども 自ら考え、人と考えを深め、高めることができる子ども   

・からだをきたえる子ども 自ら心も身体もきたえることができる子ども 

・なかよく助けあう子ども 自ら温かく強い心をもち、自分・友だちなど思いやる子ども 

目 指 す 教 師 像 ・一人一人のよさを伸ばし、子供が主体的・対話的に学び合うことを指導できる教師 

・子どもを愛し、子どもの思いを受け止め、良いこと、悪いことをしっかりと教える教師 

・学校・保護者・地域が連携したよりよい学習の場をマネジメントできる教師 

 

１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

各

教

科

等

指

導 

学校は、確かな学力を育てるた

めの、分かりやすい授業を実施し

ているか。 

Ｂ 
 全体として学校状況調査の結果は全国平均を上回った。ただ

し、教科・学年によっては学習内容を深める時間が十分ではない

ものがあり、今後はさらに個別の学習の工夫が必要である。 

Ｂ Ａ 

 学校は、特別な支援を必要とす

る子供に対しての、組織的な支援

等を行っているか。 

Ｂ 
校内委員会等により特別な支援を要する児童への情報共有を

定期的に実施した。配慮に応じた人的支援及び学習・生活環境の

整備について引き続き配慮していく必要がある。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、社会的自立に向けた進

路指導・キャリア教育・相談活動等

に取り組む。 

Ｂ 
 本所中学校をはじめ、幼稚園・保育園及び子ども家庭支援セン

ター等の連携ができた。コロナ対応後の教育活動では、さらなる

充実のため取り組んでいく必要がある。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、教員の指導力・授業力の

向上のための、組織的な取組等を

行う。 

Ｂ 
 学習状況調査に基づいた授業改善及びコロナ禍での学習ツー

ルとしての活用を取り組んだ。さらに個別最適な効果のためにタ

ブレット等のデジタル教材の活用が必要である。 

Ｂ Ａ 

個に応じた指導の充実に取り組ん

でいるか。 Ｂ 
 学習を苦手とする児童に対して、個別の課題、放課後チャレン

ジ教室等を通じて基礎学力の定着及び学習の向上を図っている。

指導時間及び家庭学習等の工夫が必要である。 

Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員会の意見等 
・学校公開の際、児童が授業を受ける様子は近年になく落ち着いて静かに聞く様子が立派だった。 

・コロナ感染症対策によって、授業や学校の様子では、まだわからない事が多い。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

生

活

指

導

等 

学校は、いじめ、不登校等の予防

や解決に向けた組織的な取組等を

行っているか。 

Ａ 
 いじめ問題及び子供同士のトラブルについて取り組み、解決及

び見守り案件は０件となった。さらに組織的な体制として未然防

止等の向上が必要である。 

Ｂ Ａ 

 学校は、基本的な生活・社会習

慣、人間関係づくりのための心の

教育等に取り組んでいるか。 

Ｂ 
 学校生活の規則正しい習慣やコロナ感染症対策におけるルー

ルの徹底を実施し、一人一人が意識して行動できた。長期間継続

するコロナ感染症対策等での心のケアは必要である。 

Ｂ Ｂ 

学校は、危機回避能力の育成や

子供の安全を確保するための取組

等を行っているか。 

Ａ 
 コロナ感染症対策を徹底し、学校での感染予防に努め、校内感

染は無かった。さらに対応の変化での家庭との連携や体制強化を

していく必要がある。 

Ｂ Ａ 
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学校は、子どもや保護者からの

意見や要望を把握し、教育活動の

点検や改善に役立てているか。 
Ａ 

 コロナ感染症対策での運動会、周年行事や展覧会等では、工夫

しながら実施できた。さらに学校アンケート等を実施し学校の課

題、保護者・地域のご意見への把握し改善に努めた。改善に至ら

ないことは継続的に取り組む必要がある。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員会の意見等 
・子供達はコロナ禍での生活を理解し行動している。感染症対策の意識が高いと感じる。今の生活

からは人間関係の希薄さを心配している。 

・あいさつや言葉使いなど学校だけではなく、家庭や地域でもできるとよい。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

学

校

の

管

理

運

営 

学校は、120周年の記念行事を計

画し適切に実施することなど、学

校運営しているか。 

Ａ 
周年の記念式典及び関連行事について、参列者、協賛会、実行

委員会等からは高い評価であった。この取組を次の周年及び学校

行事等に生かしていきたい。 

Ａ Ａ 

学校は、経営方針に基づいた、組織

的な教育活動・学校運営等を行っ

ているか。 

Ａ 
経営方針で示した教育活動は概ね計画的に実行することがで

きた。ただし、校内の学童クラブの設置や校庭改修等での取組に

合わせた対応や使用方法の改善など工夫が必要である。 

Ｂ Ａ 

 学校は、子供の実態に合わせた

教育目標設定及び学校評価等を適

切に行っているか。 

Ｂ 
コロナ感染症対策を踏まえた中でも周年行事や学校行事等の

教育活動に取り組めた。学校評価、保護者アンケート等では概ね

肯定的な結果であった。さらに結果から改善していきたい。 

Ｂ Ｂ 

 学校には、適切な教育活動が行

える教育環境・設備等を整えてい

るか。 

Ｂ 

校庭及び敷地のフェンス改修が計画通りに実施できた。安全面

における本校の教育環境の向上につながった。施設の向上はもち

ろん不審者対応等でも万全な取組を行っていく必要がある。 

Ｂ Ａ 

学校関係者評価委員会の意見等 
・１２０周年の記念行事ではコロナ感染症対策の中でも大変素晴らしいものであった。 

・正門のセキュリティについてはさらに強化した方がよい 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

家

庭 

・ 

地

域

連

携 

学校は、教育方針や日常の教育

活動の様子などを工夫して分かり

やすく伝える取組等を行っている

か。 

Ａ 

学校公開及び学校行事の開催ではコロナ感染症対策を講じな

がら実施し、保護者アンケートでは９０％の満足度が得られた。

さらに学校便り及びホームページ等の情報発信についても工夫

しながら推進していく必要がある。 

Ａ Ａ 

 学校は、保護者や地域の理解や

協力を得た教育活動を行っている

か。 

Ａ 
保護者や地域からは教育活動への理解、協力・支援が大きく、

感染症対策の中でも充実した周年関連行事、展覧会等の開催がで

きた。さらに連携関係を構築しながら推進していく必要がある。 

Ａ Ａ 

 学校は、地域や関係機関と連携

した教育的な実践を行っている

か。 

Ｂ 
 必要に応じて警察の見守りや児童相談所への相談を実施し、子

供についての健全育成を図っている。今後も問題行動等への未然

防止や早期発見に努めていく必要がある。 

Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員会の意見等 
・連合子供会行事への協力に感謝している。来年度はさらに多くの行事が開催できるようにしたい。 

・地域として子供達の健全育成に協力していきたい。 

 

２ 令和４年度学校評価のまとめ 

・学校評価では、保護者及び地域の学校関係者の皆様から教育活動の成果及び感染症対策を行って実施した周年行事や展覧会等、

学校行事の取組に一定の評価をいただいたことは平素からの学校教育活動への期待であると考える。 

・いじめ、不登校等の問題行動への対応、学力向上やタブレット端末の授業活用は評価をいただいた反面、さらに児童の学力向

上、生活・学習規律の徹底や安全面での教育環境の整備が必要であると考える。 

 


